
地 域  再  生  計  画  
 
 
１．地域再生計画の名称  
  『自然にやさしく快適なまち・おやべ』再生計画  
     
２．地域再生計画の作成主体の名称  
  小矢部市  
  
３．地域再生計画の区域  
  小矢部市の全域  
 
４．地域再生計画の目標  

小矢部市は、富山県の西端で石川県との県境に位置し、市の北西部は標高

346ｍの稲葉山をはじめとする丘陵地帯で、東南部は散居村で知られる砺波
平野が広がる水稲単作の穀倉地帯である。また、本市における最大の河川で

ある一級河川小矢部川が南から北北東に向かって市域を貫流している等、非

常に自然環境に恵まれた都市である。  
また、本市は古くから旧北陸道の宿場町として栄えてきており、現在でも

南部を東西に北陸自動車道、東部を南北に東海北陸自動車道、能越自動車道

が走り、市中央部を東西にＪＲ北陸線が走り石動駅が既存する北陸の交通の

要衝となっている。  
加えて、縄文時代の高床建物など全国第一級の遺跡として評価の高い遺跡

である桜町遺跡、源平の戦いの場となった倶利伽羅古戦場などの歴史資源が

点在し、曳山まつり・津沢夜高まつりなどのお祭りが代々受け継がれる文化

と歴史が伝承されてきた街である。さらに、小中学校、公民館、保育所等の

公共施設の建物を世界中の有名建築をモチーフとして設計してあり「メルヘ

ンの街」と呼ばれている。  
高度成長期には産業発展による工場排水の増加、生活様式の変化による排

水やゴミの不法投棄等により小矢部川及びその支流においても河川環境は著

しく悪化したが、近年では、河川公園の設置等の河川環境整備事業とあわせ

て実施している「花菖蒲祭り」のイベントや「水辺の楽校プロジェクト」に

おける環境教育や体験学習により河川環境や自然環境に対する意識が高まり

つつあり、小矢部川の河川環境は徐々に改善の方向に向かっている。  
小矢部市では、汚水処理について昭和５７年度に約４，８１９ヘクタール

をもって基本計画を定め、石動及び津沢の既成市街地を中心とした約１１１

ヘクタールについて昭和５８年２月、当初事業認可を得て小矢部川流域下水

道の関連公共下水道として事業に着手し、平成２年度より一部供用開始を行

っている。以来数次にわたる変更認可を重ねるとともに平成４年度に下水道

計画の全般を見直し計画区域約１，４０６ヘクタールに変更し、現在、特定

環境保全公共下水道と合わせ約８３４ヘクタールの事業認可を得て事業を進

めている。また、農業集落排水事業を田川、薮波北部、北蟹谷の各地区にお

いて整備を行い、市全域の平成１７年度末の汚水処理施設人口普及率は６４．

９％見込みとなっているものの依然低迷している状況である。     
本計画により、公共下水道事業と（散居村が広がる平野部や山間地の農村



部で個別処理が有利な区域については）合併処理浄化槽事業とを地域の特性

や実態に合わせて一体的に整備を進め、本市のシンボルである「清流  小矢

部川」を中心に自然環境の改善と快適な生活環境を創造し「すこやか  さわ

やか  にぎやか  おやべ」の地域づくりを行うことを目指す。  
 

 （目標１）汚水処理施設の整備の促進  
（汚水処理施設人口普及率を６４．９％から６８％以上に向上）  

（目標２）清流を復活し河川イベントによる観光人口の増加  
（観光客について H17 年度末 20,000 人→H20 年度末 22,000 人）      

 
５．目標を達成するために行う事業  
 ５－１  全体の概要  
     目標（汚水処理人口普及率６８％）を達成するため、公共下水道と

合併処理浄化槽の整備を図ることで、小矢部川及びその支線の水質保

全を図るとともに、生活環境を改善させ、汚水処理人口普及率向上の

ための施設整備を行う。  
 
５－２  法第４章の特別の措置を適用して行う事業  

汚水処理施設整備交付金を活用する事業  
対象となる事業は以下のとおり事業開始に係る手続き等を了してい

る。なお整備箇所等については別添の整備箇所を示した図面による。  
・公共下水道     昭和５８年２月に事業認可（平成１８年３月

変更見込み）  
 

   ［事業主体］  
    小矢部市  
 
   ［施設の種類 ]  
    公共下水道、浄化槽（個人設置型）  
 
   ［事業区域 ]  
    公共下水道       下水道事業認可区域の一部  
    浄化槽（個人設置型）  下水道事業認可区域、農業集落排水採択地  

以外の小矢部市全域  
 
   ［事業期間］  
    公共下水道       平成１８年度から平成２０年度  
    浄化槽（個人設置型）  平成１８年度から平成２０年度  
 
   ［整備量］  

公共下水道    φ１５０     Ｌ＝１０，０２０ｍ  
        浄化槽（個人設置型）            １０５基  
     なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。  
    公共下水道                  ８４０人  
    浄化槽（個人設置型）        小矢部市全域で３６０人  



 
   ［事業費］  
    公共下水道      事業費      ９００，０００千円  
              （うち交付金   ４５０，０００千円）  
              単独事業費    ７５０，０００千円  

浄化槽（個人設置型）事業費       ４５，７４７千円  
              （うち交付金    １５，２４９千円）  
    合   計       事業費      ９４５，７４７千円  
              （うち交付金   ４６５，２４９千円）  
              単独事業費    ７５０，０００千円  
      

 
 ５－３  その他の事業  
    本市では、市内を貫流する小矢部川を利用して、次のような観光イベ

ントや環境教育及び体験学習を展開している。  
    ①河川敷を利用した河川公園で、毎年６月には『花菖蒲祭り』が行わ

れ、２１２品種１２万株にも及ぶ花菖蒲が一面に咲き誇るなか、各種

催し物が行われている。  
 

②『水辺の楽校プロジェクト』により、自然環境を活かして整備した

河川敷を利用し、周辺に住む人はもちろん、子供たち、広域から訪れ

る人々が、自然観察や川での水遊び、虫取り、散策など、身近な親水

活動が行われている。また、市内小学校では、水辺の学習拠点として

位置づけ「メダカの学校を探そう」等の体験学習を行っている。  
 
６．計画期間  

平成１８年度から平成２０年度  
 
７．目標の達成状況に係る評価に関する事項  

４．に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に市の関係担当課

が目標達成状況の評価を行い、今後改善すべき事項の検討を行う。また、汚

水処理人口普及率を市ホームページにて公表する。  
 
８．地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項  

該当なし  
 


